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Ａ．研究目的 
 エンテロウイルス感染症に伴う髄膜炎や
脳脊髄炎と鑑別を要する病態として、エンテ
ロウイルス以外のウイルスや細菌、結核菌、
真菌、急性散在性脳脊髄炎などの感染因子に
よるものの他、全身性エリテマトーデスやシ
ェーグレン症候群などの膠原病、橋本病など
の自己免疫疾患、傍腫瘍性神経症候群、自己
免疫介在性脳炎などが挙げられる。これらの
疾患の診断は一般臨床家にとって決して容
易なものではないが、一方で適切な治療介入
が転帰の改善に貢献することから、診断のた
めの指針の構築やバイオマーカーやデバイ
スなどのツールの開発が急務である。 
 
Ｂ．研究方法 
 中耳炎に合併した細菌性髄膜炎では、感染
により骨破壊と硬膜を損傷し髄膜炎を発症
するが、頭部単純レントゲンやCTで骨病変を
検出することができないことがしばしばあ
る。今回、我々は3次元画像構築ソフトウェ
ア（ZiostationⓇ）を用いた骨病変同定法を
試みた。本研究は日本大学医学部附属板橋病
院の臨床研究審査委員会の承認を得て行わ
れた。 
 
Ｃ．研究結果 
 対象：47歳・男性。前医で肺炎球菌性髄膜
炎(髄液培養陽性)に対して抗菌薬による加
療がなされた。退院1週間後から頭痛、発熱
を呈し当科を受診。髄膜刺激徴候と髄液糖低
下を伴う細胞増多を認め、肺炎球菌性髄膜炎
の再発の診断で入院した。入院時の頭部単純
CTにおいて左中耳炎を認めた。しかし、左錐
体骨上壁の菲薄化を認めるも欠損孔は明ら
かでなかった。ZiostationⓇによる骨構築像
は、錐体部に約10mmの欠損孔を2つ検出し、
腹側の欠損孔は鼓室と交通していた。側頭開
頭術を行い、側頭骨錐体部の欠損孔を確認し
た。骨片と筋皮弁による欠損孔の閉鎖が行わ

れた。抗菌薬による加療と欠損孔の閉鎖によ
り、以後、髄膜炎の再発を認めていない。 
 
Ｄ．考察 
 耳鼻科領域感染症における合併症として
髄膜炎、脳膿瘍、硬膜外膿瘍、横静脈洞血栓
症などが報告されており、これらの合併症を
生じたときの死亡率は0～41%と報告されて
おり、予後は必ずしも良好ではない。中耳炎
由来の髄膜炎の機序として①感染による骨
破壊と硬膜の損傷、②血行的感染、③外傷、
手術などによる直接感染、④奇形によるもの
が挙げられる。対象においては、健側である
右側頭骨も菲薄化しており、先天的に骨が脆
弱な箇所に感染を生じたと考えられた。抗菌
薬による治療と鼓膜切開術、鼓室形成術のみ
で改善を得られる例もあるが、対象において
は欠損孔が大きいことから頭蓋底再建術に
よる欠損孔の閉鎖を要した。 
 再発性細菌性髄膜炎では隣接臓器の感染
源検索が重要である。しかし、これまで非侵
襲的な菌の侵入門戸となる欠損孔の確認が
困難であったことから、再発をくり返す難治
例となることがしばしばあり、患者転帰の不
良、医療費の増大につながることが懸念され
た。ZiostationⓇを用いた骨病変同定法は中
耳炎に伴う細菌性髄膜炎の根治につながる
ことから、患者転帰の改善、医療費の軽減に
つながると考える。 
 
Ｅ．結論 
 中耳炎に伴う細菌性髄膜炎では、これまで
非侵襲的な菌の侵入門戸となる欠損孔の確
認が困難であったことから、再発をくり返す
難治例となることがしばしばあり、患者転帰
の不良、医療費の増大につながることが懸念
された。本研究結果から、3次元画像構築ソ
フトウェアを用いた骨病変同定法の有用性
が示唆された。 
 

エンテロウイルス感染症に伴う髄膜炎や脳脊髄炎と鑑別を要する病態とし
て、エンテロウイルス以外のウイルスや細菌などの感染因子の他、自己免
疫疾患や傍腫瘍性神経症候群、自己免疫介在性脳炎などが挙げられる。中
耳炎や副鼻腔炎などの耳鼻科領域の感染症に合併した細菌性髄膜炎では、
感染により骨破壊と硬膜を損傷し髄膜炎を発症するが、骨病変の検出にし
ばしば難渋する。本検討から 3次元画像構築ソフトウェア（ZiostationⓇ）
を用いた骨病変同定法は、菌の侵入門戸となる欠損孔の同定に強力な診断
デバイスとなることが示唆された。 
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